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章ではこの問題に対して対照的なアプローチをみせている J. ハーバマスと N. ルーマンの所説を比較検討しながら、
妥当な解決の道を探ろうとしている。
ノ、ーパマスにとって、正当性とはある政治秩序が客観的に妥当な規範によって支えられていることをいう。この客









































独自の「社会学的認識論」を展開している M. ダグラスなど文化人類学の一派が明らかにしているように、 「生活様
式j の違いはリスク認知の在り方をも変えてしまう(リスクの選択とし、かに生きるかの選択は一体のものとしてある)
からである。こうした考え方の信濃性は、いわゆる「ラデイカル構成主義j によっても裏書きされているが、本章で
はそうした議論も参照しながら、 「文化主義的リスク理論」のメリット(たとえばこの理論は、文化が「安全は安全
に非ずJ というパラドックスを見えなくさせ、決定不能問題を解決するはたらきをもつことを明らかにしている)と
デメリット(この理論独自の観察視点が同時にこの理論の盲点を形づくっている)をも検証している。
絶対的な安全があり得ない以上、リスクを免れる道を提示することはできない。方法的に首尾一貫したものであろ
うとすれば、社会学的なリスク研究にできるのは、人々がいかにしてリスクを(構成(観察) )するかを観察すると
いう、観察の観察、つまりは「二次的観察J (ルーマン)でしかあり得ないであろう。(これを非実戦的と断じる批
判は当たらない。このアプローチには客観(現実)主義的アプローチにはない抗事実的思考の促進という、もう一つ
の重要な〈実戦的〉機能がある。)しかしながら、リスクを少なくする方法は考えられる。本章では「システム・カ
テゴリーj としてあるリスクに焦点をしぼって、提案されているいくつかの解決策を検討しているが、社会システム
理論の弱点を指摘しつつも、この理論と両立可能な解決策を、 「システムが外部の視点を自己の意思決定に取り入れ
る」ことに見出している。これは、かつて柳田邦男が「専門化社会のブラックホール」の解決策として提唱した í2.
??
5 人称の視点J の導入に通じるものである。
論文審査の結果の要旨
本論文は、おもに一九七0年代半ば以降に出現してきた現代社会にかんする基本的な諸問題を取り上げて考察した
ものである。「新しい不平等J 、福祉国家による危機管理の機能不全、支配の正当化問題、そして「リスクの社会学J
と扱った素材は、多様だがいずれも今日より大きな意味を持ち始めた問題でもある。ことに最後のリスク論は、本論
全体でも大きな割合をしめ、まだ未開拓なこの領域での労作として注目される。
現代社会論とはいっても本論文は、実証研究ではなくあくまで、理論的考察を狙いにしたものである。この点で本論
文は、その理論的な構成において、最近では稀なねばり強い論の組み立てに成功を見ている。また新しい理論的動向
についても充分な目配りが行われており、たとえばニクラス・ルーマンのシステム論の考えを積極的に吸収しながら
も、それをさまざまな理論的アプローチと交差させながら、かならずしもシステム論の枠だけに収まらない理論的装
置の案出を試みている点で、も、優れている。
本論文が博士号を授与されるに充分な労作であると評価する次第である。
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